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1. はじめに 
私たちは普段音のある生活を送っている。し

かし森林調査に行った際、遠くにいる人に聞こ

える声で言ったものの聞こえにくかった。そこ

で音の聞こえ方に疑問を感じた。これは音響透

過損失と言って音が伝搬していく過程で音の

伝わり方が変化するものである。例えば建築業

界では音響透過率の値が高いほど、建物に用い

られる。他にも耳栓などがこの原理である。 
 

2. 目的 
私たちは様々な種類の森林の写真を撮り、直線

的に抜けている部分を赤、木の部分を茶、葉の

部分を緑に色分けし、それぞれの色の確率を求

めた。その確率から遮音性を求めた。遮音率を

赤０、緑 0,5 茶１とし、色の確率×遮音率の合

計を求め、統計を取る。（葉の透過損率は木の

幹の二分の一倍と考えた。）そこで私たちはあ

る仮説を立てた。 
仮説１ 針葉樹と広葉樹の遮音率は異なる  
仮説２ 人工林と天然林の遮音性は異なる 
 
3. 結果 
仮説１の結果 

広葉樹と針葉樹の遮音率の平均 
針葉樹：２１，４ 広葉樹：１９，８ 
➡ほとんど違いはなかった。 

仮説１の課題 

・針葉樹と広葉樹のサンプル数に偏りがあ

ったので、正確さに欠けていた。 

➡以降の研究でより多くのサンプルを集め、

正確性のある情報を得る。 

・同じ木の種類（針葉樹等）の中にも数字が

異常に高いものと低いものに分かれているの

で、その理由を調べる。 

サンプルの遮音率を高い順に並べた図 
 
4. 考察 
結果１で十分な結果が得られなかったのは、

撮影した広葉樹と針葉樹のサンプルの数に偏

りがあったためである。 
天然林の方が遮音性が高いのは、人工林に比

べて木が無造作に生えていて、全体を見たとき

に気の密度が高く、音の通る道が少ないからで

ある。 
 
5. まとめ 
 本研究では仮説１の予備調査はできたが、仮

説２はこれからである。さらに調査・分析を進

めていきたい。 
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